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	埼玉　太郎


社会資源関連等の調査票

（本人の住む地域と社会資源）
固有名詞については、すべて伏せ字等（「○○病院」、「□□相談支援事業所」）で記載するようにしてください。明らかに本人の利用対象外と思われるサービスを除き、できるだけ多くの地域資源について記入してください。
	１　本人の地域の特徴

	例）人口３万人ほどの町であり、大都市圏から車で１時間ぐらいの郡部の住宅地である。公共交通機関といえるのは、大都市へ向かう私鉄とＪＲが南北に走り抜けているだけである。田畑が点在し、近くにはいくつかの中小の工場が建っている。福祉は公的機関が中心である。近所づきあいが頻繁な地域でもある。

	２　本人の想い・ニーズの概要

	例）グループホームを利用し、地域で生活をしていきたい。食べ歩きや野菜づくりなど好きなことをやってみたいが具体的な方法が分からない。

	３　相談支援事業者の確認
	特徴

	事業所名

〇〇事業所
	

	４　サービス事業者の確認

	（１）訪問系
	事業所名
	左に記載の事業所の特徴

	1 居宅介護

（介護給付）
	●●居宅介護サービス
	例）▲▲グループホームの近隣にある。土・日や夜間の対応も行っている。開所から○年以上経っており、地域住民とも結びつきも強い

	②重度訪問介護

（介護給付）
	
	

	③同行援護

（介護給付）
	
	

	④行動援護

（介護給付）
	
	

	⑤重度障害者等

包括支援（介護給付）
	
	

	⑥短期入所

（介護給付）
	
	

	（２）日中活動支援系
	
	

	⑦療養介護

（介護給付）
	
	

	⑧生活介護

（介護給付）
	
	

	⑨自立訓練

□生活訓練（訓練等給付）

□機能訓練（訓練等給付）
	
	

	⑩就労移行支援
（訓練等給付）
	
	

	⑪就労継続支援

□Ａ型（訓練等給付）

□Ｂ型（訓練等給付）
	
	

	（３）地域活動支援系
	
	

	□地域活動支援

□移動支援

□コミュニケーション支援

□福祉ホーム

□その他

・福祉用具

・相談支援・後見
	
	

	（４）障害児支援系
	
	

	⑫障害児通所支援（旧:児童デイサービスなど）
	
	

	⑬児童発達支援（旧:重症心身障害児（者）通園事業）
	
	

	⑭放課後等デイサービス
	
	

	⑮保育所等訪問支援
	
	

	（５）施設入所系
	
	

	⑯施設入所

⑰居宅支援サービス

□共同生活援助（グループホーム）

⑱宿泊型自立訓練（旧生活訓練施設）
⑲障害児入所支援（福祉型・医療型）
	
	

	６　インフォーマルな支援の確認

	□自治体等の独自サービス

□有償ボランティアサービスなど
	

	□当事者団体活動など


	

	７　本人や家族と近隣との関係・地域との交流の特徴／主治医／緊急時の医療機関

	□近隣地域
	例）同市内に母が住んでいる。母との関係は良好。
近所づきあいが頻繁で近所同士で助け合う風土がある地域。

	□主治医
	例）○○病院（○科）

	□緊急の医療機関


	例）○○病院（○科）

	８　その他都道府県・広域・専門的事業

（精神障害者地域移行支援事業、高次脳機能障害支援普及事業、発達障害者支援センター運営事業、障害者就業・生活支援センター事業）



	★記入上の留意事項及び記入例
１　本人の地域の特徴

　　提出事例の御本人の住んでいる町の様子を書いてください。

　
２　本人の想い・ニーズの概要

　　その都度、本人の想いを再確認し、ニーズを充足していくための方法を工夫します。

３　相談支援事業者の確認

　　今後は指定や委託の相談支援事業者が地域の障害者の相談窓口を担っていくことになります。自分の事業所・機関もさることながら、相互に連携をとり、困難事例等への対応や、相互の長所を生かしていくことが必要です。

４　サービス事業者の確認

　　実際に利用者のマネジメントをしていくには、各サービス事業者がどのような内容のサービスを提供しているのか、制度上なのか制度外なのか、他にニーズを充足するだけの資源がないのかを常に注意する必要があります。できるだけ多くのサービスを確認し、社会資源調査票を埋めていきましょう。

５　インフォーマルな支援の確認

　　自治体の独自サービスや有償・無償のボランティアなどを記入しましょう。また、当事者団体や支援組織、ＮＰＯなど本人が利用できそうな社会資源を記入します。

６　本人や家族と近隣との関係・地域との交流の特徴／主治医・緊急時の医療機関）

　　　７　その他都道府県・広域、専門的事業

　　精神障害者退院促進支援事業、高次脳機能障害支援普及事業、発達障害者支援センター運営事業、障害者就業・生活支援センター事業、障害者等療育支援事業などの県単位での専門的な支援があります。




提出事例の本人の住んでいる街の様子を記載して下さい。








その都度、本人の想いを再確認し、ニーズを充足していくための


方法を工夫します。





今後は指定や委託の相談支援事業者が地域の障害者の相談窓口を担っていくことになります。自分の事業所・機関もさることながら、相互の連携を取り、困難事例等への対応や、相互の長所を活かしていくことが必要です。





今後の利用者のマネジメントを行っていくには、各サービス事業者がどのような内容のサービスを提供しているのか、制度上なのか制度外なのか、他にニーズを充足するだけの資源がないのかを常に注意する必要があります。


できるだけ多くのサービスを確認し、社会資源調査票を埋めていきましょう。





今後の利用者のマネジメントを行っていくには、各サービス事業者がどのような内容のサービスを提供しているのか、制度上なのか制度外なのか、他にニーズを充足するだけの資源がないのかを常に注意する必要があります。


できるだけ多くのサービスを確認し、社会資源調査票を埋めていきましょう。





自治体の独自サービスや有償・無償のボランティアなどを記入しましょう。また、当事者団体や支援組織、ＮＰＯなど本人が利用できそうな社会資源を記入します。





近隣との関係はなかなかみえにくいものですが、地縁や血縁は非常に大きな力を発揮します。最近では知縁や人脈なども大きな社会資源です。


主治医や緊急時の医療機関もあるといいでしょう。基本的には相談受付票などに含まれています。








